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久慈川と那珂川におけるアレチウリの分布特性とその要因 
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１．研究の目的  

 アレチウリは米原産のウリ科の一年生草本であり，

特定外来種，日本の侵略的外来種ワースト 100 に指定

され，2000年には全国 82の一級水系で確認されるなど，

全国的に分布を広げている．アレチウリは発育速度が

非常に速く，つるは数～数十ｍに伸びて群生する．種

子（図 1）は主に流水により運ばれ，河川敷やその周辺

の在来植生の上に被さるように繁茂するため（図 2），

在来植物の駆逐，耕地への侵入による農作物への被害

などを引き起こす．また堤防法面に繁茂した場合冬季

に枯れて裸地化し，堤防強度の低下の恐れがあること

や，繁茂したアレチウリが出水により流されることに

より排水溝その他河川構造物に堆積し流下阻害が起こ

る恐れがあるなど，治水安全度の低下につながること

も懸念されている．本研究ではアレチウリの適切な駆

除管理へ向けた実態把握を目的とし，茨城県の 2 河川

において現地調査を行い，アレチウリ群落の分布状況

とその要因について検討した．  

２．調査地点の概要 

 調査は茨城県を流れる一級水系久慈川及び茨城県，

栃木県を流れる一級水系那珂川で行った．両水系とも

にアレチウリの侵入が確認されているものの，深刻な

問題とはなっておらず，比較的在来植生の豊かな河川

である．図 3 は 2007年度河川水辺の国勢調査によりア

レチウリ群落が確認された地点であり，今回これらの

地点を実際に訪れ，2007 年と比較して植生の変化を確

認すると同時に，アレチウリ分布状況について調査す

る．調査地点は久慈川 15 地点，那珂川 44地点である． 

３．調査の概要 

 2007 年度河川水辺の国勢調査によりアレチウリ群落

が確認された地点を一箇所ずつ訪問し，①群落存在の

有無，②群落の水面からの高さ，③周辺の植生および

④周辺の土地利用状況の 4項目について記録した．調 

 

 

図 1 アレチウリの種子      図 2 低木を覆う群落 

（那珂川 64ｋｍ地点左岸） 

 

図 3 調査地点（久慈川 15 ヶ所，那珂川 44 ヶ所） 

 

表 1  繁茂状況ごとの群落率 

繁茂状況 久慈川 那珂川 

他植生を駆逐し優占 

他植生と混在 

わずかに存在 

存在なし 

0.00 

0.40 

0.27 

0.33 

0.09 

0.25 

0.23 

0.43 

       計            1.00      1.00 

 

査は 2010年 11月 26日から 12月 13日にかけて 5回に

分けて実施した．アレチウリは 4 月から芽生え，10 月

に種子を落とし始める．今回調査を行った時点では，

多くのアレチウリはすでに枯れていたが，特徴的な星

型の種子(図 1)や，柔らく滑らかなつるで他植生に覆い

かぶさる（図 2）特徴などから，見分けが難しいカナム

グラやクズなどと混同しないよう留意しつつ確認作業

を行った． 

４．結果 

表 1 はアレチウリの存在と繁茂状況を記したもので

ある．2007 年の植生図との比較でアレチウリの存在を 
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確認できた率，消失率を求めると，久慈川は存在確認

率 10/15（66.％），消失率 5/15（33.3％），那珂川は存

在確認率 25/44（56.8％），消失率 19/44（43.1%）とな

った．これにより，両河川ともに 3 年前に存在してい

た群落のうち 3 群落に１つが消失しているという結果

が明らかになった．一方新規群落は久慈川，那珂川で

それぞれ 2 箇所確認された．このようにアレチウリ群

落は 3 年の間に，消失したり出現したりと大きく変化

していることが確認された． 

高水敷掘削により冠水頻度を調整することにより，

アレチウリの生育を抑制する試みが検討されている．

アレチウリ分布地点の冠水状況を調べるために，過去

20 年分の流量，水位データを基に 1 年に 1 回冠水する

高さ H1/1 から 10 年に 1 回冠水する高さ H1/10 まで求

め，今回確認した群落の水際からの高さを比較した（図

4，図 5）．久慈川では 66.7%が年に 1 回以上冠水する

場所に存在し，冠水頻度が比較的高い場所での生息が

多くみられた．一方那珂川では，1 年に 1 回以上冠水す

る場所での群落が 12.2%にとどまり，ほとんど冠水し

ない場所に存在傾向がみられた． 

５．考察 

植生図と現地調査を踏まえアレチウリ群落の存在す

る場所を周辺の環境から 5つの型に分類した（表 2）． 

「人家酪農型」，「排水路沿い型」は種子の侵入源を示

し，「水際型」，「荒れ地型」，「ササ道路型」は成長，繁

茂しやすい環境を示していると考えられる．久慈川と

那珂川の各群落を分布型で分類したところ図 6 のよう

になった．久慈川では 4 割が水際型であり，河川によ

る種子の輸送が繁殖の大きな原因となっていると考え

られる．一方那珂川では水際の他に牛舎や農道付近に

群落がみられ，飼料や肥料に含まれた種子が繁殖した

可能性がある．新規 4 群落のうち 3 群落は「水際型」，

1 群落は「荒れ地型」に存在する．これらは過去 3 年の

以内に流水によって種子が漂着し，水際から侵入して

きたと考えられる．こうした群落が今後どのように成

長・消失してゆくか継続的に観察する必要がある． 
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図 4 久慈川におけるアレチウリ群落地点と冠水の関係 

 

 

図 5 那珂川におけるアレチウリ群落地点と冠水の関係 

 

表 2 アレチウリの分布型 

分布型 説明 

水際型 水際に位置し，草地や道路と隣接し日当たり

が良く，絡まって上に成長できる樹木が存在

する場所 

荒れ地型 水際から離れており，人手の加えられた畑や

橋などの構造物周辺 

ササ道路型 水際から離れており，ササや竹と道路に挟ま

れた場所 

人家酪農型 比高が高く，人家や牛舎が存在する場所 

排水路沿い型 暖かい用排水路，樋管周辺 

 

図 6 久慈川・那珂川における群落の分布型の割合 
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